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Over centuries, many Chinese have migrated overseas from Qingtian County, Zhejiang Province, 
China. This paper aims to shed light on how Chinese returnees from overseas make decisions on 
migration and return in the transnational social space that connects their migration destination and 
homeland.
Qingtian County, Zhejiang Province, is a county located west of Wenzhou City, which is a major 
city in Zhejiang. Many Chinese migrated to Europe from the county over the centuries. Since the 
reform and open-door policy in 1978, there has been a surge in the number of people migrating 
overseas from Qingtian County. However, in the early 2000s, Europe experienced an economic 
downturn, while China achieved economic growth. Therefore, the number of overseas migrants from 
Qingtian County has decreased. On the other hand, there has been a notable tendency for earlier 
overseas migrants from Qingtian County to return to the county.
This paper focuses on former Chinese migrants who returned from Europe in the 2010s. They 
are currently managing or working at shops in Qingtian Imported Commodity City for Chinese 
returnees which was opened in 2015. The Imported Commodity City was developed as part of the 
overseas Chinese investment promotion project led by the Qingtian County government.
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Authors Xu ( 徐 ) and Zheng ( 鄭 ), who reside in Zhejiang Province, conducted an interview with 
twelve returnees from Europe. The life-history interviews took place in Qingtian County between 
July and August 2020. Since the study was conducted during the concurrent COVID-19 pandemic, 
the results of the interviews also elucidated the impact of the global pandemic.
Prior recent research on the changes in the Qiaoxiang have indicated a shift towards tourist 
resources [Kawaguchi 2019], an increasing presence of domestic Chinese migrant workers [Inazawa 
2016, Kaneshiro 2016], and the introduction of foreign-capital businesses especially with the 
establishment of the Foreign Investment Development Zone [Li 2005a]. This study shows how the 
establishment of the Imported Commodity City and preferential treatment policies have fostered 
changes in Qingtian County as a site of business opportunities.
Furthermore, in the life histories of the survey subjects who returned to Qingtian County, 
there was a transformation into Luis Guarnizo’s “transnational habitus” [Guarnizo 1997] from the 
migrant habitus of those who emigrated to Europe based on the former construct – that “overseas/
Chinese immigrants are rich, while China/Chinese in hometowns are poor.” The transnational 
habitus found among the survey subjects who are in their 40s and 50s is expected to undergo further 
transformation while being passed down to the generation of growing children in the context of 
migration.
キーワード：青田県，青田県僑郷輸入商品城，帰国者，僑郷，移民ハビトゥス
Keywords:  Qingtian, Qingtian Imported Commodity City, Chinese returnees from 
overseas, Qiaoxiang, immigrant habitus
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済的にも温州市の影響を強く受け，温州都市圏に属している。青田県の総面積のうち，山地









2014 年における海外在住の青田県出身者の内，1978 年以降の出国者は 203,200 人，出国者
総人数の約 73.29％を占め，そのうち，90 年代の出国者比率は 19.58％，2000 年以降のそれ
は 50.53％で，青田県において 90 年代から 2000 年代をピークに，出国ブームが起きたこと
が読み取れる。そして，約 23.28％は海外生まれである［青田県人民政府僑務弁公室・青田
県統計局・青田県帰国華僑連合会 2015: 6-8］。
青田県出身者は約 120 カ国と地域へ移住し，総計 329,296 人にも達している。そのうち，
中国国籍保持者は 279,646 人，移住国の国籍保持者は 48,262 人，香港・マカオ移住者 839 人，
その他は 549 人である。海外に移住した青田県出身者の 91.31％がヨーロッパに集中し，2
番目の南アメリカは 6.77％，3 番目の北アメリカは 0.62％である。移住先のヨーロッパ諸国
の中では，スペインが 100,237 人で最も多く，次にイタリア，ブラジル，フランス，ポルト










出典 : 青田県人民政府僑務弁公室・青田県統計局・青田県帰国華僑連合会 ［2015: 8］
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ブームが起き，2000 年以降の出国者は約 14 万人にも達している［青田県人民政府僑務弁公室・
青田県統計局・青田県帰国華僑連合会 2015: 46-47］。
青田県出身者の最大の受け入れ国であるスペインでは，1980 年代の初めには，まだ中国
人人口は少なく，1,000 人にも達していなかった。スペイン政府が 1985 年 7 月に制定され
た法律に基づいて初めて実施した，一定の条件を満たしていれば不法移民に対して居住また
は居住労働許可書を与える正規化後の 1986 年以降から中国人人口は徐々に増加した［Nieto 





1990 年代後半になるとその傾向がより強くなった［Beltrán 2005: 286］。スペインの中国人
人口は 2020 年現在で 197,390 人であるが［INE 2020］，その中で最大の集団は青田県出身
者であり［Nieto 2003: 219］，温州市も含めた浙江省出身者が約 70％を占め，学歴は低い者
がほとんどである［Masdeu 2014: 6］。
青田県からイタリアへの最初の移住は 1894 年で，青田石彫石細工の行商人であった。







順位 国 人数（人） 順位 国 人数（人）
1 スペイン 100,237 6 オーストリア 7,464
2 イタリア 87,832 7 ドイツ 6,103
3 ブラジル 18,243 8 オランダ 4,267
4 フランス 10,500 9 セルビア 3,586
5 ポルトガル 9,458 10 ベルギー 3,248
表 2　青田県から海外への移住人口 （上位 10 か国） （2015 年）
出典 : 青田県人民政府僑務弁公室青田県統計局・青田県帰国華僑連合会 ［2015: 46-47］。
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加し始め，1990 年代末から 2000 年代初めに頂点を達し，2008 年の経済危機以降，徐々に








青田県からフランスへの移住の歴史は古く，19 世紀末から 20 世紀初期に生計を立てるた
めに，青田石彫石細工の行商人がフランスへ渡った。第一次世界大戦中，約 2,000 人の浙江
省出身者がフランス政府の華工募集に応募し，フランスで道路工事や銃弾製造などに従事し，























集中するようになった 2)。1991 年から 2008 年の間に，華僑による青田県の不動産開発投資総


























1 月 27 日に第一市場，11 月 7 日に第二市場，2016 年 9 月 30 日に第三市場，2017 年 9 月
24 日に第四市場が開業した。2020 年現在第一期の 4 つの市場が運営されている。この 4 つ
の市場の総面積は 6.5 万㎡で，174 社（主に華僑資本）が進出し，雑貨，ベビー用品，食品，
2) 2011 年 7 月 30 日に徐と鄭が実施した青田県帰国華僑連合会弁公室主任へのインタビューに基づく。
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例えば，1 年目の賃貸料の 80％，2 年目は 60％，3 年目以降は 50％の減免や税金の免除など











































陽工業区に位置する新安村は，19 世紀から 20 世紀にかけて，華僑送金により村が経済的に
繁栄していた。1930 年代から 40 年代の戦争により，東南アジア華僑と故郷のつながりが途
切れて送金が届かなくなったため，村民は再び農業や漁業に従事し生活水準が落ちた。改革・
開放後，海外の新安村出身者は伝統文化の復興を掲げ，故郷で霊廟の建設，慈善事業などに
巨額的な資金を注いだ。特に 1989 年，海滄区に「海滄台商投資開発区」が設立され，90 年
代から外資企業が続々と入ってきて農村社会から脱却した。新案村の人口は約 7,000 人で，




































にみるトランスナショナリズムついて論じている。帰国者については，1990 年代に 17 歳か



























に匿名で掲載することをあらかじめ説明し，8 名から録音の承諾を得た。4 名 5) からは録音の
承諾を得ることができなかったのでメモを取ったが，結果発表には同意を得ることができた。
対象者 12 名は 11 名が青田県生まれで，1 名はスペイン生まれ，男性 6 名と女性 6 名である。
年齢層は 20 代から 50 代まで広い。1990 年代に海外移住したのは 6 名，2000 年以降移住し
たのは 5 名である。移住先はスペインが 7 名で一番多く，イタリア 2 名，フランス，セルビア，
タンザニアが各 1 名である。海外移住時の年齢は，16 歳～ 36 歳で，20 代が最も多く，海外
在住期間は 7 年～ 26 年である。対象者は，全員中国籍である。
4) 青田県帰国華僑聯合会は 1961 年に設立され，麗水帰国華僑聯合会に属している県級華僑聯合会であ
る。一番上の組織は「中華全国帰国華僑聯合会」である。
5) 録音の承諾が得られなかったのは，B さんと F さん，I さん，J さんである。
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2　海外移住の背景
対象者 12 名全員が，1990 年代後半から 2000 年代初めにヨーロッパに 10 代から 30 代で
移住していた。これは青田県からの海外移住がピークであった時期である。E さんだけは，
両親がスペインへ移住しバルセロナで生まれ育っていた。そして，対象者にはヨーロッパに
在住する家族や親族がいた。I さんの場合，親族約 100 人がスペインやイタリアを中心とす
るヨーロッパに移住していた。




























































































際には移住コストが割と低いが，B さんや H さんの場合のように遠い親戚を頼って出国の手
続きをする場合は，高額な仲介料を払わなければならなかった 6)。B さんは，31 歳の時にスペ
インでアパレル工場を経営している遠い親戚を頼って，就労ビザを得て正規ルートでスペイ
ンに移住した。H さんは高校卒業後，しばらく民営企業で働いていたが，給料が低いため，
遠い親戚の助けで 13 万元の仲介料を払い，1998 年労務ビザでスペインに移住した。しかし
海外で 2，3 年働けば借金を返済できると見込んで，積極的に海外ネットワークを利用して
移住を望んだのである。
家族で一緒に移住する場合もあれば，G さんと I さんの場合のように配偶者が先に海外に
移住する場合もある。G さんは中国では薬剤師であったが，1995 年にスペインに移住した夫
に追随して，仕事を辞めて 1996 年にスペインへ移住した。I さんの場合は，妻が 1995 年に
先にスペインへ行き，I さんは妻を頼って 2000 年にスペインへ渡った。女性か男性か，どち
らかの方が先に移住するという傾向はみられなかった。
3　帰国の理由














7) 例えばギリシアでは国内在住の約 2 万人の中国人の内 30％がギリシアから離れると報道された
［SINA 新波財経 HP 2011］。
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は私の実家と近いので，試しにと思って 2015 年に帰国し，第一市場に 200 ㎡の店舗を




を呼んだ。青田華僑史によると，1991 年から 2008 年の間に，青田県に帰国して村官になっ




対象者の中では，B さんの夫と E さんの父親が村官になるために帰国していた。B さんの






















んは会社の名義で大量の支援物資を両国の政府に寄贈した。特に，D さん自身が 3 万枚のマ



















H さんは 1976 年青田県生まれの現在 44 歳の女性である。青田県の高校卒業後，しばらく
青田県にある企業で働いたが，1998 年 21 歳の時に遠い親戚を頼って，13 万元の出国仲介料
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を支払い，スペインに移住した。親戚が経営するレストランで働くと月給が 3,000 元と低い
ので，中国人の知り合いの経営する縫製工場で働くことを選んだ。当時，H さんは借金を返
済するために，1 日 16 ～ 18 時間も働き，1 ヶ月で 12,000 元を手にすることができた。縫製
工場で 3 年間働いた後，渡航のための借金を返済した。そして，2001 年には中国人の友人と
の共同経営で縫製工場を設立した。しかし，縫製工場の仕事が大変だったため，2003 年には
レストラン事業に転換し，2 年間レストランを経営した。その後，2005 年から 2014 年までは，
弟と共同で 100 円ショップ 9) を経営していた。
（2）帰国
H さんは 2014 年に青田県に帰国し，ワインの輸出入業に携わるようになった。2015 年に
は商品城にスペイン，フランスやイタリアなどのワインやハム，オリーブオイルなどの輸出
入店舗を開業した。現在商品城で独立資本店舗を 2 社，合資店舗を 2 社経営している。いず
れもワインやハムなどの輸入品を取り扱う店である。スペインから完全に撤退したのは 2017









結婚前の H さんは，兄 1 人と弟 1 人と両親の 5 人家族で，弟は H さんがスペインに移住
してから 3 年後にスペインに移住したが，兄と両親は海外移住の経験はない。2005 年から
H さんは弟と共同で 100 円ショップを経営していた。2014 年 H さんが帰国後は，弟が一人
で店を経営している。
H さんは移住前に結婚していて，1995 年に息子が生まれた。長男は 16 歳まで青田県の祖
父母の元で育ち，16 歳でスペインの H さんに合流した。現在 25 歳の長男はスペインで 100














A さんは 1979 年に青田県で生まれた。家が貧しいため，13 歳まで叔母の養女となり，温
州市で暮らしていた。父親が海外移住を決めた時，A さんは青田県に戻り，地元の中学校に
入学した。そして，彼女が高一の時，突然父親に「3 日間で出国の用意して，パリかミラノ
へ行きなさい」と言われた。当時 16 歳の A さんは外国のことを何も知らないまま，イタリ
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上げ，2014 年に帰国し，2015 年に商品城第一市場でイタリアから仕入れたオリジナルデザ
インのアクセサリー店を開業した。最初の 2014 年から 2018 年の 4 年間，A さんはイタリア
の会社を経営しながら，イタリアと中国を行き来していた。中国のビジネスが軌道に乗った後，
A さんは思い切ってビジネス拠点を完全に青田県に移すことを決心し，2018 年からほとんど










結婚前の A さんは 7 人家族で，両親と姉一人，妹二人，弟一人である。母親と妹一人以外







A さんの姉は 1993 年に父親を頼って観光ビザでウクライナへ入国した。イタリアでの不
法移民正規化の情報が入り，姉は 1994 年にイタリアへ移動した。父親の知人のレストラン
で働きながら，正規化を待っていた。A さんも同じく 1995 年に観光ビザでイタリアへ行き，
しばらくして合法化された。A さんの二人の妹は，一人が病気がちのためずっと中国で母親
と暮らしているが，もう一人の妹は 2002 年にスペインへ移住し，現在バルセロナで店を経
営している。A さんの弟は中国の大学を卒業した後イギリスへ行き，その後アフリカで 2 年
間働き，現在はポーランドにいる。


















ビジネスの状況に応じて，D さんは年に多い時は 5 カ月，少ない時は 2 カ月ぐらいセルビア
に滞在していた。
2000 年 D さんは試しにセルビアのワインを中国へ輸入したが，予想外に売れ行きが好調
なので，日用品雑貨からワインの輸入業に転じた。セルビアのワインはフランスやイタリア，
スペインのワインほど知名度が高くないが，品質が高い。D さんは，2004 年から 2014 年の





がだんだん難しくなった。2008 年に警察との間にトラブルが起きて，セルビア在住の D さ
んの親戚は帰国したり，モンテネグロ，ポーランド，メキシコへ再移住したりした。















それをきっかけに，D さんは 2014 年にセルビアのビジネスを親戚に託し妻と共に帰国した。
2015 年に会社を義烏市から青田県にある商品城に移し，ワイン輸入業と貨物輸送代理に力を










D さんは，セルビアでロシア在住の青田県出身者と出会って結婚した。義理の両親は 90 年
代にロシアへ出稼ぎに行き，D さんの妻は 1988 年にロシアで生まれた。彼女は生後すぐ青
田県に送られ高校まで祖父母の元で育った。高校卒業後，出国の準備として上海市で一年間
ロシア語を勉強し，ロシアの大学に合格し卒業した。











J さんは 1973 年に青田県で生まれた。1996 年に大学を卒業後，青田県で高校教師として
5 年間勤めていた。2001 年に仕事を辞め起業し，さらなるビジネスチャンスを探すために，














から何 10 万元までの品物が揃っている。J さんの会社は主にフランス産のワインを取り扱っ
ている。値段は 100 元から 300 元ぐらいで，ターゲットは中国国内の自営業者とサラリーマ
ンである。また，中国国内でのさらなる発展を求め，2016 年に西安市に 2019 年に吉林省梅
河口市にもワイン店を開業している。
J さんは 2015 年以来，中国にいる期間の方が長いが，フランスでのビジネスを継続してい
る。将来は中国を拠点に，会社をグローバルに展開する予定である。
（3）家族の移住経験

















対象者 12 名は，スペイン生まれの E さん以外は，本人の意思，あるいは家族の都合でや



















































いう「移民にみる二元的参照フレーム（the immigrant’s dual frame of reference）」につ
いて言及されてきた［Suárez-Orozco and Suárez-Orozco 1995］。青田県とヨーロッパを結
ぶトランスナショナルな空間で移動の選択をしている対象者も，常にヨーロッパの状況と中
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ば稼げるという移民ハビトゥスを持っていた 60 代から 70 代の対象者の親世代は，老後の生





影響し，移動の背後にある要因がより複雑化している。それゆえ，40 代から 50 代の対象者
にみられたトランスナショナル・ハビトゥスは，移動を経験しながら成長する子ども世代に
受け継がれながら，今後さらに変容をしていくと考えられる。






















須美子，2019 年度 -2021 年度）の研究成果である。
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